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２
０
１
９
年
、
元
号
で
は
平
成
最
後
の
新
年
を
迎

え
ま
し
た
。
当
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
３
割
近
く
が
平
成

生
ま
れ
で
す
か
ら
、
若
い
人
た
ち
に
は
特
別
な
感
慨

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
平
成
の
30
年
間
で
、
少
子
高
齢
化

が
瞬
く
間
に
顕
著
と
な
り
、
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
変
化

の
中
に
お
い
て
も
、
当
グ
ル
ー
プ
は
、
大
き
く
飛

躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
規
模
が
大

き
く
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
う
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
近
未
来
の

地
域
医
療
の
一
事
例
と
し
て
全
国
に
発
信
で
き
た

か
ら
で
す
。

　

私
が
育
っ
た
昭
和
の
時
代
は
、
日
本
は
目
覚
ま

し
い
経
済
発
展
と
共
に
、
人
口
も
増
加
の
一
途
で

し
た
。
よ
っ
て
、
日
本
の
病
院
も
国
民
皆
保
険
の

も
と
、
病
床
を
増
や
し
、
多
く
の
患
者
さ
ん
を
受

入
れ
、
量
的
拡
大
を
続
け
大
病
院
志
向
が
強
ま
っ

た
時
代
で
し
た
。
と
り
わ
け
地
域
に
お
け
る
ブ
ラ

ン
ド
病
院
は
高
度
急
性
期
を
担
う
大
型
の
官
公
立

病
院
で
し
た
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
多
く
が
若
い

世
代
が
対
象
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
治
す
医
療
」
の

時
代
で
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
に
な
り
、
人
口
は
徐
々
に
横
ば
い

か
ら
減
少
に
転
じ
、
一
気
に
少
子
高
齢
化
に
よ
る

超
高
齢
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
病

院
に
お
け
る
入
院
医
療
も
病
床
を
増
や
す
量
的
拡

大
か
ら
、
患
者
中
心
の
医
療
へ
と
変
わ
り
、
入
院

環
境
改
善
、
感
染
制
御
、
医
療
安
全
な
ど
量
か
ら

質
の
向
上
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
対
象

の
患
者
さ
ん
も
、
退
院
後
も
ケ
ア
の
継
続
が
必
要

な
高
齢
者
が
増
え
、
医
療
の
あ
り
方
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
医
療
か
ら
介
護
ま
で
、
総
合
力
を

備
え
た
民
間
病
院
が
、
官
公
立
病
院
を
凌
駕
す
る

「
治
し
支
え
る
医
療
」
の
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
５
月
に
は
元
号
が
変
わ
り
、
新

た
な
時
代
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
速
さ
で
人
口
減
少
と
後
期
高
齢

者
の
増
加
が
進
み
、
中
で
も
85
歳
以
上
人
口
が
急

増
す
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。
病
院
に
お
け
る
医
療

の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
医
療
の
質
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

の
生
き
方
や
、
そ
の
人
生
の
質
を
も
考
え
、
ご
本

人
や
家
族
の
意
向
に
沿
っ
た
治
療
が
中
心
と
な
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
多
様
な
価
値
観
や
人
生
観
を

持
っ
た
団
塊
の
世
代
の
方
達
が
後
期
高
齢
者
に
な

り
ま
す
か
ら
、
高
齢
者
の
医
療
は
様
変
わ
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
加
齢
に
よ
る

嚥
下
障
害
に
対
す
る
胃
瘻
や
経
管
栄
養
は
ほ
ぼ
な

く
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
療
と
介

護
の
境
界
が
な
く
な
り
、
施
設
中
心
か
ら
在
宅
で

の
医
療
・
介
護
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
急
激
に
高
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
生
産

人
口
減
少
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
分
野
に
お
い
て
は

労
働
集
約
型
か
ら
の
脱
却
を
図
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、IoT

（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
とA

I
（
人
工
知
能
）
を
使
っ

た
在
宅
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
近
未
来
に
は
必
須
で

す
。
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
夢
と
希
望
を

持
ち
続
け
、
新
た
に
始
ま
る
時
代
の
変
化
に
、
し

な
や
か
に
対
応
し
、
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
２
０
１
９
年
の
グ
ル
ー
プ
方
針
を

し
め
し
ま
す
。

A
ging in place 

『
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
最
後
ま
で
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
急
性
期
医
療
か
ら
在
宅
ま

で
、・
保
健
予
防
・
医
療
・
介
護
福
祉
の
各
分
野

が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
をICT

を
活
用
し
進
め
ま
す
』

◎
保
健
・
予
防
分
野

『
い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス

社
会
を
築
く
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
、

さ
ら
に
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
』 

１
．
人
間
ド
ッ
ク
、
専
門
ド
ッ
ク
（
脳
・
肺
・
乳

腺
ド
ッ
ク
）、
２
次
検
診
へ
積
極
的
な
取
り
組
み
、

受
診
者
の
１
割
ア
ッ
プ
を
図
る

２
．
行
政
と
協
力
し
て
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
受
診
率
ア
ッ
プ
に
努
め
る

３.

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
・

栄
養
教
室
）
の
参
加
者
を
増
や
し
継
続
を
図
る

４
．
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
市
民

公
開
講
座
を
、
ゆ
う
あ
い
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
恒
例
化
（
隔
月
）
す
る

５
．
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
フ
レ
イ
ル

な
ど
、
介
護
分
野
と
の
連
携
を
推
進
し
、
疾
病

予
防 

・
介
護
予
防
等
を
中
心
に
、
総
合
的
な
対

策
を
行
う
。

◎
医
療
分
野

『
急
性
期
機
能
を
充
実
し
、
効
率
的
で
、
質
の

高
い
医
療
の
提
供
を
目
指
す
と
共
に
、
退
院

後
も
ケ
ア
の
継
続
が
図
れ
る
よ
う
に
地
域
の

医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
在

宅
医
療
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
』               　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り　

①
急
性
期
機
能
の
充
実

○
新
規
入
院
患
者
３
３
０
０
名
以
上
の
受
入
れ

体
制
強
化

　

・
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化

　

・
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化
（
紹
介
入
院

患
者
増
）

　

・
平
均
在
院
日
数
短
縮
化
に
向
け
入
退
院
支
援
・

調
整
を
強
化
す
る

　

・D
CU

（D
em

entia Care U
nit

）
を
充
実
し
、

成
果
を
示
す

　

・ICT

を
積
極
的
に
導
入
し
、
業
務
改
革
を
図

る

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
医
療
面
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
在
宅
患
者
の
見
取
り
体
制
構
築
を
本
格
化
（
か

か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、A

CP

：
人
生
会
議

を
啓
発
推
進
）

　

・
在
宅
医
療
支
援
体
制M

BC(M
edical Base 

Cam
p)

を
進
化
さ
せ
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
本

格
化

　

・
医
療
と
介
護
情
報
の
一
元
化
・
共
有
化
す
る

　

・
他
業
種
（O

PT
iM

等
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
本
格
化

③
医
療
の
質
向
上
を
目
指
し
て

　

・T
Q

M
(T

otal Q
uality M

anagem
ent

）
推
進　
　

  

２
．
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
「
働
き
方
改
革
」
を
本
格
化

　

タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
な
ど
業
務

の
効
率
化
推
進
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
、
年

次
有
給
休
暇
取
得
を
進
め
る
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
更
な
る
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
看
護
師
「
特
定
行
為
」
の
包
括
化
に
向
け
、

指
定
研
修
施
設
と
し
て
の
対
応
を
図
る

③
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
の
教
育
・
育
成　

３
．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
医
療
安
全
、

院
内
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上

４
．
海
外
研
修
の
充
実

　

・Pali M
om

i M
edical Center

（
ハ
ワ
イ
）　　

　
　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実　

◎
介
護
・
福
祉
分
野

１
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現

　

①
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
在
宅
復
帰
・　
　
　

　
　

在
宅
療
養
支
援
機
能
の
充
実

　

◎
回
転
率
10
％
以
上
、
在
宅
復
帰
率
50
％
以
上
、　　

　
　

稼
働
率
95
％
を
維
持
す
る

　

 

・
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

　

 

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
効
率
的
運
営

　

 

・
ア
ウ
ト
カ
ム
重
視
し
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
充　

　
　

実
を
図
る

②
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
と
一
体
化
を
推
進
・

在
宅
医
療
支
援
体
制M

BC(M
edical Base 

Cam
p)

と
一
体
化
を
図
る

・
在
宅
患
者
の
見
取
り
体
制
構
築
を
本
格
化

　
（
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、A

CP

：
人
生
会

議
を
啓
発
推
進
）　　
　
　
　

③
各
事
業
を
機
能
的
に
連
携
す
る

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
率
70
％
を
め
ざ

す
・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
小
規
模
多
機
能
・
居

宅
系
施
設
・
老
人
保
健
施
設
の
統
括
的
連
携　

④
人
材
採
用
・
育
成
の
た
め
の
専
属
部
門
開
設

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、「
認

知
症
ケ
ア
」
の
教
育
研
修
の
強
化

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
・
笑
顔
と

挨
拶
の
徹
底
す
る

・
外
国
人
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
・
育
成
の
強
化　

２
．
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り　
　

①
「
働
き
方
改
革
」
を
推
進
本
格
化
。

・　

業
務
の
効
率
化
推
進
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
、

年
次
有
給
休
暇
取
得
を
進
め
る

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
更
な
る
推
進　

②
子
育
て
支
援
・
介
護
支
援
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

③
ね
む
り
ス
キ
ャ
ン
導
入
、
夜
間
見
守
り
の
充

実　
　

      　
　

３
．
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
転
倒
転
落

防
止
、
院
内
感
染
防
止
）
の
更
な
る
向
上　
　
　
　

４
．「
ゆ
う
あ
い
社
会
福
祉
事
業
団
」
の
事
業
独
立

発行者　祐愛会織田病院企画室
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社会医療法人

ODA REGIONAL MEDICAL CENTER祐愛会織田病院

昭
和
か
ら
平
成
、そ
し
て
未
来
に
向
け
て
、し
な
や
か
に
生
き
残
る

　
　『
２
０
１
９
年
グ
ル
ー
プ
方
針
』　
　

社
会
医
療
法
人  

祐
愛
会
織
田
病
院  

理
事
長

　織
田 

正
道
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当
院
は
、
１
９
９
８
年
６
月
15
日

に
佐
賀
県
初
の
病
院
機
能
評
価
認
定

病
院
と
な
り
ま
し
た
。
初
回
認
定
か

ら
20
年
目
を
迎
え
た
２
０
１
８
年
６

月
に
、
主
た
る
機
能
種
別
「
一
般
病

院
１
」
を
適
用
し
た
更
新
審
査
を
受

け
、
５
回
目
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

病
院
機
能
評
価
と
は
、
患
者
さ
ま

や
地
域
住
民
の
方
が
適
切
な
医
療
を
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
か
ら
派
遣
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
ヤ

ー
が
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
医
療
機
関

の
調
査
・
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。

今
回
は
「
病
院
機
能
評
価
審
査
：
機
能

種
別
版3rdG

：V
er2.0

」
を
受
審
し
、

機
構
が
定
め
る
認
定
基
準
に
達
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
８
年
９

月
７
日
付
け
で
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

評
価
対
象
領
域
は
、
次
の
４
領
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

１
「
患
者
中
心
の
医
療
の
推
進
」

　

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
良
質
な
医
療

を
実
践
す
る
う
え
で
求
め
ら
れ
る
病
院

組
織
の
基
本
的
な
姿
勢
や
、
患
者
の
安

全
確
保
・
医
療
関
連
感
染
制
御
に
向
け

た
病
院
組
織
の
検
討
内
容
・
意
思
決
定

に
つ
い
て
評
価

２
「
良
質
な
医
療
の
実
践
１
」

　

病
院
組
織
と
し
て
決
定
さ
れ
た
事
項　
　
　
　 が

、
診
療･

ケ
ア
に
お
い
て
確
実
・
安

全
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価

３
「
良
質
な
医
療
の
実
践
２
」

　

確
実
で
安
全
な
診
療
・
ケ
ア
を
実

践
す
る
う
え
で
求
め
ら
れ
る
機
能
が

各
部
門
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
評
価

４
「
理
念
達
成
に
向
け
た
組
織
運
営
」

　

良
質
な
医
療
を
実
践
す
る
う
え
で
、

基
盤
と
な
る
病
院
組
織
の
運
営
・
管
理

状
況
に
つ
い
て
評
価

現
在
、
全
国
８
３
８
９
病
院
の
う

ち
２
１
８
４
病
院
が
認
定
を
受
け
て
お

り
、
佐
賀
県
で
は
当
院
を
含
め
24
病
院

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
審
査
結
果
は
「
Ｓ
評
価 

５

項
目
、
Ａ
評
価
74
項
目
、
Ｂ
評
価 

９

項
目
、
Ｃ
評
価 

無
し
」
で
、
前
回
よ

り
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
結
果
に
慢
心
す
る
こ
と
な

く
、
今
後
も
す
べ
て
の
領
域
で
改
善
に

取
り
組
み
、
医
療
の
質
を
高
め
る
と
と

も
に
、
患
者
様
に
快
適
に
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
病
院
を
目
指
し
て
更
な
る
努

力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
は
３
年
に
１
度
の
改
定

が
行
な
わ
れ
、
昨
年
か
ら
第
７
期
の

介
護
保
険
事
業
計
画
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
改
定
の
年
の
新
年
度
が
始
ま

る
ま
で
に
は
各
自
治
体
が
事
業
計
画

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鹿
島
市
は
杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
に
属
し
広
域
で
介
護
保
険
行
政

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
は
そ
の

圏
域
の
人
口
構
成
が
重
要
に
な
る
た

め
、
改
定
の
年
に
は
人
口
統
計
の
推

計
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
推
計
は
３
年

間
だ
け
で
は
な
く
、
数
年
先
ま
で
行

な
わ
れ
具
体
的
な
数
字
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
圏
域
内
の
人
口
が
ど
の

よ
う
に
変
動
す
る
か
昨
年
の
デ
ー
タ

を
参
考
に
述
べ
て
み
ま
す
。

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合

に
所
属
す
る
自
治
体
は
、
人
口
が
多

い
順
に
「
武
雄
市
」「
鹿
島
市
」｢

嬉

野
市｣

「
白
石
町
」「
江
北
町
」「
太

良
町
」「
大
町
町
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
圏
域
内
の
総
人
口
は
２
０
１
８

年
１
５
３
２
５
４
人
、
２
０
２
０
年

１
４
９
６
５
５
人
、
２
０
２
５
年

１
４
０
４
１
８
人
と
減
少
し
、
来
年

は
15
万
人
以
下
と
な
り
２
０
２
５
年

以
降
は
14
万
人
も
切
る
予
測
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
口
は
各
年
代
別
に

推
計
さ
れ
て
お
り
、
０
～
14
歳
、
15

～
39
歳
、
40
～
64
歳
、
前
期
高
齢

者
、
後
期
高
齢
者
の
５
年
代
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
世
代
が
減
少
傾

向
な
の
で
す
が
、
特
徴
的
な
こ
と
は

２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
０
年
に

か
け
て
は
前
期
高
齢
者
世
代
の
み
増

加
、
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
５
年

に
か
け
て
は
後
期
高
齢
者
の
み
の
増

加
が
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

た
だ
し
問
題
は
増
加
人
数
で
、
前
期

高
齢
者
１
６
５
人
の
増
加
に
対
し

て
後
期
高
齢
者
の
増
加
は
１
８
０
６

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
期
高
齢
者

は
現
在
で
も
介
護
認
定
を
受
け
る
方

が
少
な
く
、
認
定
率
は
３
％
程
度
で

す
。
将
来
的
に
は
前
期
高
齢
者
世
代

の
方
は
さ
ら
に
活
動
的
で
健
康
で
あ

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
こ
の

世
代
の
人
口
増
加
は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
が
少
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
推
計
か
ら
、
第

７
期
の
介
護
保
険
事
業
で
は
サ
ー
ビ

ス
の
増
加
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
介
護
保
険
事
業

者
か
ら
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
が
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
２
０
２
５
年
を
迎
え

る
第
９
期
の
頃
に
は
、
後
期
高
齢
者

が
今
期
よ
り
１
８
０
６
人
増
加
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢

者
の
要
介
護
認
定
率
は
急
激
に
上
昇

す
る
た
め
、
第
９
期
で
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
急
激

に
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

要
介
護
者
の
増
加
は
各
介
護
度
の
方

が
均
等
に
増
加
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
具
体
的
に
は
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
２
５
年
に
か
け
て
は
要
介
護
１

が
２
５
７
人
、
要
介
護
５
が
１
０
４

人
増
加
し
、
他
の
介
護
度
は
２
桁
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要
支
援
の

方
は
あ
ま
り
増
加
せ
ず
要
支
援
１
は

逆
に
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
杵
藤
地
区
の
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
２
０
２
５
年
に
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
増
加
を
計
画
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
容
は
今
期
と
比
較
す

る
と
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
が

30
～
40
％
増
加
、
訪
問
看
護
、
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

が
倍
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

今
後
の
介
護
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
在
宅

へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
方
向
性
の
表
れ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
祐
愛
会
は
ほ
と

ん
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
有
し
て
お

り
、
将
来
の
様
々
な
介
護
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
対
応
可
能
で
す
が
、
在
宅
に

お
け
る
介
護
の
質
の
向
上
に
は
介

護
・
医
療
の
一
層
の
連
携
が
重
要
に

な
る
た
め
、
当
法
人
の
利
点
を
活
か

し
将
来
に
備
え
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
と
人
口
推
計

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
施
設
長

　千
々
岩 

親
幸

５
回
目
の「
病
院
機
能
評
価
」更
新
認
定
を
受
け
ま
し
た

病
院
機
能
評
価
準
備
委
員
会

　村
吉 

英
樹

↓ 2018年審査結果↓
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平
成
30
年
10
月
15
日
、
看
護
師
特
定
行

為
研
修
第
１
期
生
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

当
院
は
、
県
内
初
の
看
護
師
特
定
行
為

研
修
指
定
機
関
と
し
て
認
定
を
受
け
、
平

成
29
年
10
月
か
ら
第
１
期
生
５
名
を
受
け

入
れ
、
研
修
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
共
通
科
目
で
あ
る
臨
床
病

態
生
理
学
・
臨
床
推
論
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
・
臨
床
薬
理
学
・
疾
病
臨
床

病
態
概
論
・
医
療
安
全
学
等
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
中
心
と
し
た
講
義
・
演
習
・
実
習
に

よ
る
３
１
５
時
間
、
区
分
別
科
目
「
術
後

疼
痛
管
理
関
連
―
硬
膜
外
カ
テ
ー
テ
ル
に

よ
る
鎮
痛
剤
の
投
与
及
び
投
与
量
の
調
整

―
」
は
院
内
の
先
生
方
を
講
師
と
す
る
講

義
・
演
習
、
麻
酔
科
外
来
・
手
術
室
・
救

急
外
来
等
に
お
け
る
実
習
に
よ
る
21
時
間

で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
に
際
し
て
は
、
特
定
行
為
研
修
管

理
委
員
会
の
院
外
構
成
員
と
し
て
佐
賀
大

学
医
学
部
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
の
江

村　

正
准
教
授
に
ご
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、

診
療
看
護
師
の
山
本
晶
子
教
育
担
当
師
長

の
指
導
に
よ
り
１
年
間
の
研
修
を
滞
り
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指
導
に

よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
研
修
修
了
者
の
活
動
に
お
い
て

は
、
看
護
師
特
定
行
為
研
修
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
ト
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
臨
床

看
護
の
場
面
で
術
後
疼
痛
管
理
は
も
と
よ

り
種
々
の
看
護
場
面
で
こ
れ
ま
で
の
学
び

を
大
い
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
師
特
定
行
為
研
修
修
了　

第
１
期
生

鶴
丸
（
旧
姓
岩
屋
）
直
子
さ
ん

谷
口
繁
樹
さ
ん

筒
井
久
美
子
さ
ん

西
岡
葉
子
さ
ん

増
田
恵
理
子
さ
ん

私
た
ち
研
修
生
５
名
は
、
平
成
30
年

10
月
を
以
っ
て
看
護
師
特
定
行
為
研
修
を

修
了
し
ま
し
た
。
こ
の
１
年
を
振
り
返
る

と
、「
毎
日
１
講
義 

ｅ-
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
聴

く
事
」
を
自
分
に
課
し
た
も
の
の
思
う
よ

う
に
進
ま
ず
、
集
合
研
修
前
に
大
慌
て
を

し
た
り
、
課
題
に
行
き
詰
ま
っ
て
落
ち
込

ん
だ
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

問
診
・
身
体
診
察
実
習
の
時
、
学
習
し
た

知
識
を
総
動
員
し
て
「
今
回
は
完
璧
！
」

と
自
信
を
持
っ
て
報
告
し
て
も
、
指
導
者

の
質
問
に
答
え
ら
れ
ず
に
撃
沈
・
・
・
。「
次

こ
そ
は
！
」の
繰
り
返
し
。指
導
者
か
ら「
や

れ
ば
で
き
る
じ
ゃ
な
い
。」
と
言
わ
れ
た
時

は
、「
や
っ
と
ク
リ
ア
だ
！！
」
と
達
成
感
を

感
じ
、
そ
の
後
の
実
習
が
面
白
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

私
が
、
こ
ん
な
日
々
を
頑
張
り
続
け
ら

れ
た
の
は
、
自
分
自
身
の
諦
め
な
い
強
い

思
い
と
、
共
に
学
ぶ
仲
間
や
、
応
援
し
支

え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
お
陰
で
す
。
修

了
式
で
、
織
田
理
事
長
か
ら
修
了
証
書
を

頂
い
た
時
の
充
実
感
は
こ
れ
ま
で
に
感
じ

た
こ
と
の
無
い
も
の
で
、
こ
の
先
も
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
私
た
ち
は
、
第
２
期
生
の
研
修
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
努
め
て
い
ま
す
。

１
年
か
け
て
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
知
識
・
技

術
を
臨
床
で
深
め
て
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
機
会
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

医
学
的
知
識
を
備
え
た
信
頼
さ
れ
る
看
護

師
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
第
１
期
生
５
人
の
活
躍
に
期
待

と
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
！

平
成
30
年
10
月
11
日
、
鹿
島
市
エ
イ
ブ

ル
に
て
「
他
職
種
か
ら
学
ぶ
褥
瘡
サ
ポ
ー

ト
」
と
題
し
て
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
立
場
か
ら
、（
皮
膚

科　

永
田
先
生
「
褥
瘡
の
基
礎
知
識
に
つ

い
て
」、
形
成
外
科　

平
川
先
生
「
褥
瘡
の

評
価
と
治
療
に
つ
い
て
」、
野
田
皮
膚
・
排

泄
認
定
看
護
師
「
褥
瘡
予
防
の
た
め
の
ス

キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
」、
福
地
理
学
療
法
士

「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
」、
渕
管
理

栄
養
士
「
褥
瘡
と
栄
養
に
つ
い
て
」）
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
い
ろ
ん
な
面
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
分
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ

た
」「
何
回
か
参
加
し
て
い
る
が
毎
回
わ
か

り
や
す
い
内
容
で
勉
強
に
な
る
」「
難
し
い

点
も
あ
る
が
、
日
々
の
業
務
に
活
か
し
て
い

き
た
い
」「
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
感
動

し
た
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
看
護
師
特
定
行
為
研
修

　
　
第
１
期
生
修
了
報
告
』

教
育
担
当
師
長

　市
丸 

徳
美

看
護
師
特
定
行
為
研
修
を
終
え
て

４
階
病
棟
看
護
師
　
増
田 

恵
理
子

当
院
は
在
宅
医
療
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、「
褥
瘡
」
に
関
す
る
市
民
公
開
講
座

を
４
年
前
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
市
民
公
開
講
座
は
過
去
最
高
の
参
加

者
数
で
、
年
々
褥
瘡
に
関
心
を
持
つ
人
や
、

褥
瘡
の
ケ
ア
で
悩
ん
で
い
る
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。
褥
瘡
の
管

理
は
、
地
域
と
病
院
が
連
携
し
て
、「
継
続

し
た
ケ
ア
」
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
少
し
で
も
褥
瘡
で
苦
し
ん
で
い
る
方
や

ケ
ア
・
介
護
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
院
の
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
は
、

「
入
院
期
間
中
の
看
護
や
ケ
ア
を
、
退

院
後
の
施
設
や
自
宅
で
も
継
続
で
き

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
や
一
般

市
民
の
方
々
を
対
象
に
、『
多
職
種
か

ら
学
ぶ
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
』
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
地
域
勉
強
会
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
２
０
１
８
年
11
月
14
日
水

曜
日
に
第
18
回
ゆ
う
あ
い
公
開
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
開
催
し
、「
摂
食
・
嚥
下

の
基
礎
」「
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
」「
明

日
か
ら
で
も
で
き
る
嚥
下
訓
練
」
と

い
う
題
名
で
、
当
院
の
耳
鼻
咽
喉
科

医
師
、
看
護
師
、
言
語
聴
覚
士
が
講

師
と
な
り
、
多
職
種
の
視
点
か
ら
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
域

の
病
院
・
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
、
一
般

の
方
を
含
め
、
約
１
９
０
名
と
い
う

大
勢
の
方
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
昨

今
の
高
齢
化
を
反
映
し
て
か
、『
認
知

症
患
者
に
対
す
る
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
』
に

ま
つ
わ
る
ご
質
問
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
、

こ
れ
ら
の
ご
質
問
に
対
し
て
も
出
来

る
だ
け
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　

３
階
病
棟
　
吉
村 

彩
香

第
17
回
ゆ
う
あ
い
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　多
職
種
か
ら
学
ぶ
褥
瘡
サ
ポ
ー
ト

第
18
回
ゆ
う
あ
い
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　多
職
種
か
ら
学
ぶ
嚥
下
サ
ポ
ー
ト

耳
鼻
咽
喉
科

　医
師

　西
嶋 

利
光
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い
き
た
い
。」
な
ど
、
積
極
的
な
意
識
の
変

化
に
関
す
る
意
見
が
多
く
、
充
実
し
た
研

修
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
各

人
が
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
物
事
を
考
え
、

自
分
の
役
割
を
み
つ
け
て
積
極
的
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
11
月
10
日
11
日
に
開
催
さ

れ
た
未
来
創
造
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
地
図

や
コ
ン
パ
ス
を
使
い
進
ん
で
い
ま
し
た

が
、
使
い
方
が
ま
ず
か
っ
た
の
か
、
現
在

地
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
隣
町
の
伊
万
里

に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ｉ
Ｐ
ｈ
о
ｎ

ｅ
の
マ
ッ
プ
を
使
い
、
な
ん
と
か
帰
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
迷
っ
た
こ
と

が
響
き
、
全
グ
ル
ー
プ
中
最
下
位
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
、「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
優

勝
す
る
た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
問
題
点
や
改
善
案
を

ま
と
め
発
表
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に

個
人
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
全
日
程
を
終
え
ま

し
た
。
苦
手
意
識
の
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
発
表
、
ス
ピ
ー
チ
は
上
手
く
い
か
な
か

っ
た
で
す
が
、
自
分
を
変
え
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
事
は
で
き
た
の

で
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

未
来
創
造
会
議
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
職

場
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
の

二
日
間
、
西
日
本
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た

岡
山
県
倉
敷
市
真
備
地
区
の
災
害
支
援

に
、
織
田
病
院A

M
A

T

と
し
て
医
師
の

松
本
先
生
、
業
務
調
整
員
と
し
て
経
営
企

画
部
の
安
部
主
任
、
看
護
師
の
私
の
３
名

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
命
令
を
受
け
、
資
機
材
を
準
備
後

出
発
し
ま

し
た
。
通

常
、
当
院

か
ら
倉
敷

ま
で
は
、

高
速
道
路

で
６
時
間

程
度
で
す

が
、
豪
雨

の
影
響
で

通
行
で
き

な
い
所
が
あ
り
、
目
的
地
ま
で
11
時
間
を

要
し
ま
し
た
。
倉
敷
市
保
健
所
に
災
害
対

策
本
部　

(

通
称
：K

uraD
RO

)　

が
設
置

さ
れ
、
朝
・
夕
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

問
題
点
の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
課
題
解

決
に
向
け
て
各
組
織
が
動
い
て
い
ま
し
た
。

A
M

A
T

の
他
に
はD

M
A

T

、JM
A

T

は

も
ち
ろ
ん
、
今
回
よ
り
感
染
対
策
チ
ー
ム

と
し
てD

-H
EA

T

の
参
加
が
あ
り
、
参
加

チ
ー
ム
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

わ
れ
わ
れ
織
田
病
院A

M
A

T

の
主
な

活
動
は
、
新
規
避
難
所
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
お
よ
び
医
療
介
入
の
必
要
性
を
判
断
す

平
成
30
年
11
月
10–

11
日
の
２
日
間
、

武
雄
市
に
あ
る
黒
髪
少
年
自
然
の
家
で
、

第
二
回
未
来
創
造
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
対
象
は
入
社
３
年
目
か
ら
５

年
目
の
職
員
と
し
、
織
田
病
院
か
ら
13
名
、

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
か
ら
10
名
の
計
23
名

が
参
加
し
、
ス
タ
ッ
フ
10
名
が
研
修
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。

研
修
の
初
め
に
、
参
加
者
を
４–

５
人

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
不
慣
れ
な
コ

ン
パ
ス
や
地
図
を
利
用
し
て
約
３
時
間
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
も
良
く
、
き
れ
い
な
紅
葉
な
ど
の
風

景
を
眺
め
な
が
ら
、
健
康
的
な
時
間
を
楽

し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

み
ん
な
で
入
浴
、
夕
食
を
済
ま
せ
た
後
、

｢

各
チ
ー
ム
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の

結
果
（
順
位
）
に
つ
い
て
検
討
す
る｣

を

テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
以
下
、

G.W

）
を
行
い
ま
し
た
。G.W

で
は
、
同

じ
チ
ー
ム
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
な
が
ら
山
の
中
を
３
時
間
も
一
緒
に

歩
き
回
っ
た
こ
と
で
、
一
気
に
親
密
度
が

上
が
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
夜
は
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
の
懇
親

会
で
盛
り
上
が
り
、
久
し
ぶ
り
に
二
段
ベ

ッ
ド
で
就
寝
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
伊
山
院
長
が
未
来
創
造
会

議
の
目
的
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
た
後
、

各
グ
ル
ー
プ
に
、
昨
日
ま
と
め
た
問
題
点

や
改
善
策
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

さ
ら
に
、「
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

今
後
の
職
場
で
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
参
加
者
全
員

に
個
人
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

発
表
者
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
職

場
に
お
け
る
今
の
自
分
を
見
直
し
、
今
後

の
あ
る
べ
き
自
分
に
つ
い
て
考
え
た
素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
ば
か
り
で
し
た
。
最
後

に
伊
山
院
長
か
ら
の
総
評
が
あ
り
、
２
日

間
の
研
修
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、｢

今
ま
で
受
動
的
だ
っ
た
が
、
能
動
的
に
動
き

出
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た｣

・｢

部
署
内

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
と
よ
く
し
て
い

き
た
い｣

・「
全
員
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

必
要
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
常
の
身
近

な
こ
と
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

第
二
回  

未
来
創
造
会
議
を
開
催
し
て
経
営
企
画
室

　安
部 

伸
和

る
こ
と
で
し
た
。
派
遣
時
は
発
災
後
７
日

目
で
し
た
の
で
、
新
し
く
避
難
所
が
立
ち

上
が
る
こ
と
も
あ
り
被
害
状
況
は
ま
だ
収

束
し
き
れ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。
具
体

的
な
活
動
内
容
は
、
各
避
難
所
の
人
数
の

把
握
、
病
院
へ
搬
送
が
必
要
な
避
難
者
が

い
な
い
か
の
調
査
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

認
、
不
足
物
資
が
な
い
か
等
の
情
報
収
集
、

こ
れ
ら
の
内
容
を
逐
一
本
部
に
報
告
す
る

こ
と
な
ど
で
し
た
。
派
遣
時
は
連
日
の
猛

暑
日
で
し
た
が
、
６
～
７
割
の
人
た
ち
が

日
中
は
自
宅
の
片
付
け
に
出
か
け
、
夜
に

避
難
所
へ
返
っ
て
く
る
と
い
う
過
酷
な
状

況
で
、
中
に
は
治
療
が
必
要
な
人
も
い
ま

し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
訪
問
し
た
避
難
所
は

１
０
０
～
２
０
０
人
単
位
の
避
難
所
で
、

部
屋
は
別
れ
て
い
ま
し
た
が
室
内
の
間
仕

切
り
は
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は

全
く
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
発
災
か
ら

７
日
目
を
迎
え
精
神
的
ス
ト
レ
ス
も
限
界

に
き
て
い
た
よ
う
で
、
精
神
的
支
援
の
必

要
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
自
身
被
災
地
へ
の
派
遣
は

初
め
て
で
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
看
護
や
災

害
医
療
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
災
害
時

の
よ
う
な
場

面
で
も
、
自

信
を
持
っ
て

活
躍
で
き
る

よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

未
来
創
造
会
議
に
参
加
し
て

事
務

　本
田 

伸
雄

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ(

全
日
病
院
協
会 

 

災
害
時
医
療
支
援
活
動
班)

報
告

３
階
病
棟
　
新
宮 

隼
人
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第
42
回
全
日
病
ハ
ワ
イ
研
修
に
、
織

田
病
院
・
ゆ
う
あ
い
ス
タ
ッ
フ
９
名
で

参
加
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
到
着
す
る

と
予
想
通
り
の
暑
さ
、
バ
タ
バ
タ
と
服

を
調
整
し
車
に
乗
り
込
み
市
内
観
光
へ

出
発
。
ホ
テ
ル
ま
で
の
道
中
で
、
海
が

望
め
る
展
望
台
や
有
名
な
カ
メ
ハ
メ
ハ

像
等
を
見
学
、
常
夏
の
太
陽
を
浴
び
ハ

ワ
イ
を
実
感
！！
ハ
ワ
イ
の
町
並
み
や
、

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
移
動
し
、
夜
は

懇
親
会
で
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
を

満
喫
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
で
カ
ラ
カ
ウ
ア
通
り
は
仮
装
し
た
人

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
人
の
多
さ
と

本
格
的
な
仮
装
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
街

を
歩
き
、
現
地
の
方
と
写
真
を
撮
る
な

ど
し
て
刺
激
的
な
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
２
日
目
は
現
地
で
働
く
医
師
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
医
療
に
つ
い
て
、
看
護
師

の
方
か
ら
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
（
診
療
看
護
師
）
の
仕
事
内
容
や
役

割
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
す
で
に
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
と
し
て
患
者
の
診
察
・
薬

の
処
方
・
検
査
オ
ー
ダ
ー
が
で
き
る
診

療
看
護
師
が
多
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
当
院
で
は
前
年
度

よ
り
特
定
行
為
研
修
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
行
為
自
体
に
制
度
の
違
い
を

感
じ
ま
し
た
。
午
後
は
姉
妹
病
院
で
あ

る
パ
リ
モ
ミ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
同
規
模
の

病
院
で
し
た
が
、
施
設
は
広
大
で
カ

ー
ト
で
の
移

動
に
も
び
っ

く
り
し
ま
し

た
。
ア
メ
ニ

テ
ィ
は
衛
生

的
で
安
全
に

配
慮
さ
れ
て

お
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が

徹
底
的
に
守

ら
れ
て
お
り
ア
メ
リ
カ
の
医
療
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
理
事
長
・
洋

子
先
生
か
ら
マ
ジ
ッ
ク
デ
ィ
ナ
ー
シ

ョ
ー
に
誘
っ
て
頂
き
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
翌
日
か

ら
は
潜
水
艦
体
験
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
つ
残
念
だ
っ
た

の
は
、
早
起
き
し
た
の
に
バ
ス
の
乗
り

方
が
分
か
ら
ず
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ

ド
で
開
催
さ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
。
次
に
行
く

機
会
が
あ
れ
ば
バ
ッ
チ
リ
行
け
る
自

信
は
付
き
ま
し
た
。
現
地
の
人
が
利
用

す
る
お
店
に
入
り
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が

ら
料
理
を
注
文
す
る
体
験
や
現
地
の

数
々
の
料
理
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

海
外
の
病
院

を
見
学
す
る

貴
重
な
機
会

を
頂
い
た
こ

と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
　
　

　　　

平
成
30
年
10
月
25
日
（
木
）
ケ
ア

コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
に
て
総
合
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、「
万
が
一

の
時
に
備
え
て
、
防
災
意
識
を
高
め

る
」
目
的
で
、
各
事
業
所
ご
と
に
年

２
回
の
防
災
訓
練
（
避
難
誘
導
訓
練
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
療
養
棟
に

は
１
階
40
名
、
２
階
40
名
、
合
計
80

名
の
利
用
者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
夜
間
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

職
員
だ
け
で
短
時
間
に
避
難
さ
せ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
地
域
の
方
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
ま
で

の
訓
練
は
、「
早
く
避
難
対
象
者
を

建
物
か
ら
屋
外
へ
避
難
さ
せ
る
」
こ

と
を
重
点
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
「
火
災
、
避
難
状
況
の
確
実

な
連
絡
。
的
確
な
避
難
指
示
、
誘
導
」

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

１
階
20
名
、
２
階
20
名
の
合
計
40

名
の
模
擬
利
用
者
を
設
定
し
、
夜
間

の
火
災
発
生
を
想
定
し
て
、
日
没
後
、

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
・
織
田
病
院
職

員
と
鹿
島
市
消
防
団
（
鹿
島
・
能
古

見
分
団
）
43
名
、
鹿
島
消
防
署
５
名
、

地
域
住
民
の
方
の
協
力
を
得
て
、
総

勢
２
０
０
名
で
の
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
と
現
場
と
の
間
で

は
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
利
用
し
避

難
状
況
な
ど
の
情
報
を
的
確
に
伝
え

る
訓
練
、
救
護
所
の
看
護
師
に
よ
る

酸
素
吸
入
・
吸
引
の
準
備
及
び
実
施
、

医
師
に
よ
る
負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
、

重
症
者
の
病
院
へ
の
搬
送
な
ど
、
各

職
員
に
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を
設
定

し
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
過
去

の
訓
練
と
較
べ
、
今
回
の
訓
練
で
は

５
分
程
、
避
難
誘
導
に
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
が
、「
連
絡
、
伝
達
、
指
示
」

の
重
要
性
を
再
確
認
出
来
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
鹿
島
消
防
署
長
様
、

鹿
島
市
消
防
団
長
様
よ
り
、「
外
部
の

協
力
者
（
消
防
署
・
団
・
地
域
住
民
）

に
は
、
適
切
な
指
示
を
出
す
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
指
示
が
な
け
れ
ば
動

く
事
が
で
き
ず
、
混
乱
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
施
設
は
、
耐
火
構
造
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
炎
よ
り
、
煙
に

巻
き
込
ま
れ
る
ほ
う
が
怖
い
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
火
災
・
大
雨
に
よ
る
水

害
・
土
砂
災
害
・
地
震
な
ど
想
定
外

の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
的
確
な
行
動
・
情
報
伝

達
が
出
来
る
よ
う
に
、
ま
た
防
災
意

識
向
上
の
た

め
に
、
今
後

も
訓
練
を
重

ね
ま
す
。
近

隣
地
域
の
方

の
ご
協
力
を

今
後
共
よ
ろ

し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

平
成
30
年
10
月
11
月
、
織
田
病
院
に
て
祐
愛

会
と
鹿
島
警
察
署
が
防
犯
協
力
協
定
を
結
び
、
織

田
理
事
長
が
認
知
症
高
齢
者
の
捜
索
な
ど
に
協
力

す
る
「
地
域
見
守
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
織

田
理
事
長
は
「
85
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
中
で
、
共
助
の
仕
組
み
が
大
切
」
と
述
べ
ら

れ
、
宣
言
書
を
受
け
取
っ
た
鹿
島
署
の
金
嶽
署
長

は
「
地
域
の
目
配
り
が
増
え
る
こ
と
が
安
全
安
心

に
つ
な
が
る
。
業
務
中
の
『
な
が
ら
見
守
り
』
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
、
祐
愛
会
全
体
で
65
台
の
車
両
が
利
用
者

宅
や
施
設
へ
の
送
迎
で
地
域
を
走
っ
て
い
ま
す
。

徘
徊
な
ど
に
よ
る
高
齢
者
の
行
方
不
明
の
相
談
が

警
察
に
入
れ
ば
、
警
察
が
把
握
し
た
情
報
を
祐
愛

会
と
共
有
し
、
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
経

験
を
活
か
し
て
徘
徊
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
を
見
極

め
る
“目
“と
な
り
、
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
平

成
28
年
６
月
に
は
、
ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い
の
ス

タ
ッ
フ
が
雨
の
中
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
た
高
齢

者
を
保
護
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が

働
く
地
域
の
中
で
、
認
知
症
高
齢
者
の
方
々
が
少

し
で
も
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
一
つ
の
手
段
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん

の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

全
日
病
ハワ
イ
研
修
に
参
加
し
て

３
階
病
棟
　
諸
岡 

侑
子

ゆ
う
あ
い
総
合
防
災
訓
練

防
災
委
員
長

　一ノ
瀬  

隆

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
宣
言

ゆ
う
あ
い
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
　石
井  

大
輔
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新
成
人
お
め
で
と
う

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？

②
成
人
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ

宮
崎 

真
理

︵
２
階
療
養
棟
︶

　

山
口 

樹
里

︵
４
階
病
棟
︶

　

倉
崎 

真
衣

︵
４
階
病
棟
︶

　

増
田 

亜
李
沙

︵
事
務
︶

　

木
下 

朱
音

︵
Ｇ
Ｈ
︶

　

満
岡 

咲
妃

︵
サ
テ
ラ
イ
ト
︶

　

杉
光 

七
輝

︵
事
務
︶

　

松
尾 

美
沙

︵
４
階
病
棟
︶

　

松
本 

夏
海

︵
４
階
病
棟
︶

　

溝
口 

里
奈

︵
３
階
病
棟
︶

　

織
田 

侑
希

︵
３
階
病
棟
︶

　

北
島 

真
利
那

︵
３
階
病
棟
︶

　

①
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
事
が
で
き
嬉
し

い
で
す
。
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

②
外
国
に
行
っ
て
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り

た
い
で
す
。

③
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
こ
れ
ま
で
以
上
に
仕

事
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

①
一
人
の
大
人
と
し
て
行
動
の
一
つ
ひ
と

つ
に
責
任
を
持
ち
、
勉
強
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
仕
事
を
頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

②
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
し
っ
か
り
貯
金
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

③
元
気
だ
け
が
と
り
え
な
の
で
辛
い
事
な

ど
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
乗
り
越
え
て
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
笑
顔
で
仕
事
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

①
実
感
は
な
い
で
す
が
、
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
ち
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
行
動
し
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
。

②
お
酒
を
沢
山
、
飲
み
た
い
で
す
。
色
々

な
所
に
旅
行
に
い
き
た
い
で
す
。

③
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
今
ま
で
以
上
に
何
事

も
頑
張
り
た
い
で
す
。

①
あ
ま
り
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん
が
、
成
人

を
迎
え
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
周

り
の
方
々
に
感
謝
し
、
成
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
今
後
の
生
活
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
海
外
や
行
っ
た
こ
と
が
無
い
と
こ
ろ
に

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。

③
資
格
試
験
は
来
年
に
な
り
ま
す
が
、
看

護
師
目
指
し
て
勉
強
や
仕
事
を
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
し
ま
す
。

①
あ
ま
り
実
感
は
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
成
人
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て
行
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
頂
い
た
家
族
、
周
り
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

②
今
し
か
で
き
な
い
事
が
沢
山
あ
る
と
思

う
の
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

③
ま
ず
は
、
目
の
前
に
あ
る
准
看
護
師
試

験
に
向
け
て
の
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

①
無
事
、
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
い
で
す
。
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
両
親
や
周
り
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
は
、
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
立
派
な
大
人
に

成
長
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

②
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、
色
々
な
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い
で
す
。

③
仕
事
と
学
校
の
両
立
が
出
来
る
よ
う
、

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
元
気
さ
と
明
る
さ
で

今
後
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
資
格
を
取
得
し
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
経
験
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
す
が
一
生
懸
命
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

資
格
取
得
に
向
け
勉
強
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん
が
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
、
後
輩
等
の
模
範
と
な
れ
る
人
に
な
れ

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
日
本
や
外
国
な
ど
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が

な
い
所
へ
行
き
、
見
聞
を
広
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

③
元
気
と
笑
顔
で
す
。

病
院
の
最
初
の
顔
と
し
て
患
者
様
の
不
安

を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
、
20
年
間
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
成
人
と
し

て
一
つ
一
つ
の
行
動
、
言
動
に
責
任
を

持
っ
て
仕
事
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
大
人
に
な
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
友
達
と
お
酒
を
飲
ん
で
楽
し
み
た
い

で
す
。

③
高
校
時
代
の
部
活
で
培
っ
た
体
力
と
、

仕
事
で
学
ん
だ
こ
と
、
資
格
取
得
し
た
こ

と
を
仕
事
に
活
か
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

①
成
人
し
た
と
い
う
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん

が
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

②
旅
行
を
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し

た
い
で
す
。

③
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
あ
ま
り
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。支
え
て
下
さ
る
周
り
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

②
お
酒
を
い
っ
ぱ
い
飲
ん
だ
り
、
旅
行
を

し
た
り
、
夜
中
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り

な
ど
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
、
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

③
准
看
護
師
の
資
格
試
験
の
勉
強
や
仕
事

を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

①
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
が

あ
っ
て
成
人
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
常
に
忘
れ
ず
、
責

任
あ
る
行
動
と
人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
親
に
頼
ら
ず
恩
返
し
し
て
い

き
た
い
で
す
。

③
常
に
元
気
で
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 ゆうあい一座H30年 地域活動実績 ゆうあい一座H30年 地域活動実績
◉乙丸公民館・乙丸老人会
　（H30.1.10）にわか劇　オレオレ詐欺に気をつけよう
◉みやき町コスモス館・鳥栖三養基地区在宅ネットワーク
　（H30.1.21）にわか劇　いつまでも在宅で元気に
◉佐賀大学医学部附属病院・日本プライマリ　ケア連合学会
　（H30.2.4）にわか劇　「おマサの終活」
◉若殿分公民館・若殿分老人会
　（H30.3.4）にわか劇　オレオレ詐欺に気をつけよう

◉祐徳温泉・嬉野式浪地区老人会
　（H30.3.5）にわか劇　オレオレ詐欺に気をつけよう　
◉川内公民館・川内老人会敬老会
　（H30.9.16）にわか劇　いつまでも元気で健康体操
◉大殿分公民館・大殿分老人会敬老会
　（H30.9.16）にわか劇　いつまでも元気で健康体操
◉家督屋鹿島店・鹿島実高同窓会
　（H30.11.10）にわか劇　昭和 50年代歌謡ショー
◉ゆめプラット小城・介護の日
　（H30.11.11）にわか劇　介護について
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学会（研究会）・講演（講義）・論文発表（平成30年）

　
・第７回日本言語聴覚士協会　九州地区学術集会沖縄大会
　（1月28日　沖縄男女共同参画センター）
　中根知子、大塚拓実、樋渡亮子、森本邦子、岡正倫　「誤嚥
　性肺炎に関する現状分析と嚥下サポート委員会の取り組みに
　ついて」
・第13回日本プライマリ・ケア連合学会九州支部総会・講習会
　（2月4日　佐賀大学医学部）
　林愛子、神代修、原和行、織田良正、西山雅則、伊山明宏
　「多職種協働での退院支援、在宅生活支援の実践～当院に
　おけるＭＳＷの役割～」
・第47回日本慢性疼痛学会(2月16・17日 ホテル阪神)
　中平圭「線維筋痛症に対して漢方薬が有効であった症例の
　検討」
・日本医療マネジメント学会第15回佐賀支部学術集会
　（2月24日　唐津文化体育館）
　原和行「多職種協働での退院支援、そして在宅生活の実践
　～ MSWとしての関わり～」
　中根知子「嚥下サポート委員会の取り組みについて」
・佐賀県理学療法士会主催　第2回杵藤広域部症例検討会
　（3月2日　白石共立病院）
　吉田隆宏「人工呼吸器患者のリハビリテーション」
・第4回天神会クリニカルカンファレンス
　（3月9日　福岡県久留米市：新古賀病院）
　織田良正「老年心不全をいかに診るか」
・第10回日本臨床外科学会　佐賀支部学術集会in 佐賀
　(4月18日　マリトピア)
　田中太、中村淳、佐藤建、伊山明宏、織田良正
　「術後に横紋筋融解症、ＤＩＣ、ＡＲＤＳを発症し重篤な経過を
　たどった虫垂炎」
・日本在宅医学会第20回記念大会シンポジウム
　（4月29日　東京：グランドプリンスホテル新高輪）
　織田良正「急性期病院と地域を繋ぐ 退院直後のケア～
　Medical Base Camp：MBC ～」
・第41回総合診療ケースカンファレンス（5月23日　マリトピア）
　大石透「非クロストリジウム性ガス壊疽の１例」
・第5回医療介護マネジメント勉強会
　（5月30日　広島県福山市：武田薬品福山営業所）
　織田良正「治す医療から治し支える医療への転換」
・Interop Tokyo 2018パネルディスカッション
　（6月14日　千葉県幕張市：幕張メッセ） 
　織田良正「○○×ITのイノベーション～各産業をこう変える～」
・第9回プライマリ・ケア連合学会学術大会ポスター発表
　（6月16日　三重県津市：三重総合文化センター）織田良正、
　多胡雅毅、香月尚子、藤原元嗣、神代修、山下秀一「AI/IoT
　を用いた在宅見守りシステムの開発～よりよいプライマリ・ケアのた
　めに～」
・厚生科研磯部班第1回班会議事例説明
　（6月23日　東京：御茶ノ水トライエッジカンファレンス）
　織田良正「地域で診る心不全　～病院とかかりつけ医とのタ
　スクシェアの在り方～」
・第31回日本疼痛漢方研究会学術集会
　(6月30日　東京コンファレンスセンター・品川)
　中平圭「高齢者の三叉神経痛において漢方薬により西洋薬
　を減量できた症例」
・第4回地域包括ケア病棟研究大会指定演題
　（7月15日　北海道：ロイトン札幌）
　織田良正「退院前訪問指導/退院後訪問指導/診療体制
　について」
・第10回佐賀県介護支援専門員協議会研究大会
　（7月21日　鹿島市生活生涯学習センターエイブル）

　原和行「多職種での退院支援を在宅支援に繋ぐ」
・佐賀県理学療法士会主催　第1回杵藤広域部症例検討会
　（7月27日　白石共立病院）
　本村拓郎「椎体圧迫骨折によるクリニカルパスを用いた介入
　の経験と課題」
・第49回日本看護学会－在宅看護－学術集会
　（7月27日　佐賀市文化会館）
　山本晶子「住み慣れた地域でその人らしく最期まで、を支援す
　る～特定行為研修修了者の実践と育成」
・第20回日本病院総合診療医学会学術総会
　（9月15日　岐阜市文化産業交流センター）
　松藤則子、山下駿、藤原元嗣、多胡雅毅、西山雅則、山下秀一
　「セフトリアキソン投与により発生した偽胆石症の2例」
　山下駿、牧尾成二郎、黒木和哉、中原快明、多胡雅毅、山下
　秀一
　「喘鳴と呼吸苦を主訴に来院した重症熱性血小板減少症
　候群の1例」
・第60回全日本病院学会in東京
　（10月6・7日　グランドニッコー東京台場）
　原和行「MBC経過報告」～ IOTを活用した在宅室温管理へ
　の取り組み～
　吉原沙紀、重松かおり「退院支援入力システムの効果的な運
　用による業務改善」
　永石佑香、辻田幸子「DCU（Dementia Care Unit）開設～
　看護師の気持ちの変化　第３報～」
　石橋望、辻田幸子、市丸徳美、山下駿、伊山明宏、織田正道
　「Dementia Care Unit（DCU）開設後のアウトカム評価－８つ
　の入院後評価項目による検証－」
　本村幹親「MBCにおける訪問リハビリの効果検証～早期介
　入によるＡＤＬの結果」
　大塚拓実「当院での誤嚥性肺炎患者の現状分析と嚥下サ
　ポート委員会の取り組み」
・第63回日本聴覚医学会総会・学術講演会
　（10月18日　神戸国際会議場）
　中根知子、柴宮夏子、小宗静男、織田正道「高齢者における
　人工内耳の問題点について」
・第22回日本遠隔医療学会学術大会ランチョンセミナー 3
　（11月10日　福岡県福岡市：九州大学医学部百年講堂）
　織田良正「ICTを活用して、治し支える医療を実現する」
・第16回医療法人天心堂志田病院研究発表会
　（11月10日　鹿島市生活生涯学習センターエイブル）
　吉井朋代「MBC経過報告」～ＭＢＣ利用者の実績・アンケート
　結果～
　原和行「MBC経過報告」～ IOTを活用した在宅室温管理へ
　の取り組み～
・第20回フォーラム「医療の改善活動」全国大会シンポジウム1
　（11月16日　福岡県北九州市：ウェルとばた）
　織田良正「治し支える医療の実現に向けて～ MBC（Medical 
　Base Camp）の取り組みから考える～」
・第42回佐賀総合診療ケースカンファレンス（11月21日　マリトピア）
　山口りか「骨折を繰り返した関節リウマチの高齢女性」
・第80回日本臨床外科学会総会　in東京(11月22日　グランド
　プリンス　ホテル新高輪)
　田中太、中村淳、佐藤建、伊山明宏、織田良正
　「術後に横紋筋融解症、ＤＩＣ、ＡＲＤＳを発症し重篤な経過を
　たどった虫垂炎」
・糖尿病患者の高齢化を考える会
　（11月26日　唐津市：済生会唐津病院）
　織田良正「在宅医療における遠隔診療の役割」

　

【学会（研究会）発表】
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・佐賀大学看護学科講義（1月12日）
　市丸徳美「老年看護―介護老人保健施設における看護師の
　役割」
・認知症サポーター養成講座（1月19日　大木庭公民館）
　石井大輔　光武耕治「認知症を理解し地域で支えよう！！」
・全日本病院協会広島県支部　広島県医療法人協会
　（1月26日　リーガロイヤルホテル広島）
　織田正道「地域医療構想」
・訪問看護研修会（1月27日）
　小森ヒロ子「在宅小児看護の実際とやりがいについて～私が
　出会った子供たち～」
・第13回九州糖尿病看護スキルアップセミナー（2月4日）
　市丸徳美「認知症を持つ糖尿病患者支援の実際～施設看
　護師の立場から～」
・太良町総合福祉保健センター
　（2月8日）安武努｢働き盛りの肝癌予防出前講話｣
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義
　（2月19・26日、3月5日）
　神代　修「社会保障と社会福祉のしくみ」
・公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団
　（2月23日　ステーションコンファレンス東京６０２CD）
　織田正道「地域包括ケア時代の病院の役割」
・佐賀大学医学部５年生脳神経外科病棟実習講義（3月7日）
　廣津辰美
・短期専門講習（3月9日）
　石井大輔「介護記録の書き方」
・介護労働安定センター大分支部短期専門講習
　（3月9日　三井生命大分ビル）
　石井大輔「介護記録の書き方」
・第32回鹿島市みんなの集い（3月11日　鹿島市民会館）
　織田良正「超高齢社会を生きていくために」
・平成29年度第2回認知症対応型サービス事業管理者研修
　（3月12日　佐賀中部健康福祉事務所衛生合同庁舎）
　北川英俊「適切なサービス提供のあり方について（地域等の連携）」
・平成29年度福岡ブロック日本医師会生涯教育講座
　第１３回「新しい医療」講演会　(3月13日　福岡市医師会館)
　織田正道「治す医療」から「治し支える医療」への転換を本格
　化－遠隔医療これからの展望－
・鹿島市生活支援体制整備事業第１層協議体会議
　（3月16日　鹿島市交流プラザ「かたらい」）
　神代修「鹿島市における医療分野について」
・佐賀大学医学部附属看護学校教育支援センター講義
　（3月17日）
　「在宅医療の推進の推進に向けての退院支援」宮崎豊子　
　「ケアマネージャーの立場から」
・規制改革推進会議公開ディスカッション
　（3月27日）TKP赤坂駅カンファランスセンター）
　織田正道 『Society5.0に向けた医療の実現について』
　｢治す医療｣から｢治し支える医療｣への転換を本格化
・全国医療経営TV/Webセミナー（3月28日 全国サテライト会場）
　織田良正「同時改定に向けた病院の在り方～退院支援、認
　知症ケアから遠隔診療の役割まで～」
・佐賀県看護協会新人看護職員多施設合同フォローアップ研修
　（5月18日）
　市丸徳美「認知症看護の実際」
・認知症サポーター養成講座（5月25日）　
　石井大輔　光武耕治「認知症を理解し地域で支えよう！！」

・脳神経外科市民公開講座（5月27日）
　廣津辰美「脳神経疾患の治療連携」
・佐賀県介護支援専門員研修専門課程Ⅰ（5月28日）
　市丸徳美「認知症に関する事例」
・嬉野高校非常勤講師
　（5月28日、6月4日・13日・18日・25日、9月11・18日・25日、10月1日）
　
　石井大輔「生活援助技術」
・嬉野医療センター附属看護学校講義
　（6月5・12・26日、7月24日、9月4・11・18日）
　小森ヒロ子「在宅看護論」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義
　（6月13・20・27日、7月4・11・18・25日）
　本村　幹親「リハビリテーション概論」
・介護補助パソコン講習　（6月19日）
　光武耕治「介護の基礎知識、介護保険などの制度とサービス」
・平成30年度介護労働講習（介護実務者研修）
　（6月21日、7月18日・24日・31日）
　石井大輔「実践講習：生活支援①・②・④・⑤」
・佐賀県立総合看護学院（6月28日）
　西山雅則「地域医療と高齢者保健指導」
・佐賀県看護協会訪問看護サポートセンター研修会（7月14日）
　市丸徳美「認知症の人と家族への支援」
・小城市民病院職員研修会（7月18日）
　市丸徳美「認知症ケア」
・セントケアグループ教育研修～訪問看護　看護小規模多機能
　マネジメント研修～（7月20日）
　吉井朋代「ターミナルケアの実践」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義
　（7月25日、8月1・29日、9月12・19・26日、10月12日）
　廣津辰美「人体のしくみと働き・疾病の成り立ち-神経系-」
・登米市民病院　院内勉強会（7月27日　宮城県登米市）
　織田良正「治し支える医療の実現に向けて～退院支援、認知
　症ケア、遠隔診療の役割～」
・嬉野漢方のつどい講演(8月2日)
　中平圭「ペイン領域の漢方治療」
・平成30年度介護労働講習（介護実務者研修）（8月20日）　
　石井大輔「生活支援技術Ⅱ」
・実務者研修（8月22日）　
　光武耕治　「生活援助技術（排泄介助）」
・鹿島商工会議所女性会/医学座学セミナー
　（8月24日　鹿島市商工会議所）
　織田良正「イキイキ元気に健康にすごす秘訣」
・短期専門講習（8月24日）　
　石井大輔「介護記録の書き方」
・鹿島ロータリークラブ卓話（8月28日　鹿島市商工会議所）
　織田良正「週間が変われば、血圧が変わる」
・心不全医療連携講演会（8月30日　山口県宇部市）
　織田良正「治し支える医療の実現に向けて　
　～超高齢心不　全を通じて考える～ 」
・武雄杵島地区介護医療連携研修会（8月31日）
　市丸徳美「認知症の理解と対応」
・平成30年度第１回看護職再就業支援研修会講義（9月5日）
　山口賢太「医療安全対策～与薬業務・転倒転落防止～」
・嬉野医療センター附属看護学校講義（9月7・26日）
　市丸徳美「老年看護学（高齢者施設における看護、認知症看護）」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義
　（9月14・21・28日　10月5・12・19・29日）
　久本由香「老年看護学概論」

【講演・講義】
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・第三回難聴・めまい懇話会（9月20日）
　小宗静男「中耳コレステリン肉芽腫症治療の新戦略」
・佐賀大学４年生講義（10月2日）
　西山雅則「地域包括ケアと医療」
・佐賀大学大学院看護学科講義（10月2日）
　市丸徳美「老年看護学特論　認知症看護」
・平成30年度　生活習慣病予防事業　運動教室（10月5日）
　吉田隆宏「機器を利用した運動について　コミュニティーかん
　らん」
・認知症サポーター養成講座（10月7日）　
　石井大輔　光武耕治「認知症を理解し地域で支えよう！！」
・介護送迎スタッフ講習（10月9日）
　石井大輔「介護のための基礎知識、制度とサービスなど」
・佐賀県看護協会研修会（10月10日）
　市丸徳美「認知症高齢者の看護実践に必要な知識」
・平成30年度市民公開講座　褥瘡地域勉強会（10月11日）
　福地有沙「ポジショニングについて」
　渕明子「褥瘡と栄養」
・浄林寺 帰敬式（10月14日　浄林寺）
　織田良正「鹿島での最期の迎え方　～こんな幸せな最期～」
・介護講座「専門職向け講座」（10月18日）　
　石井大輔「介護現場での記録と報告」
・佐賀県看護協会（10月15日、10月26日）
　市丸徳美「看護職員認知症対応力向上研修」
・平成30年度　第一回佐賀県認知症対応型サービス事業管
　理者研修（10月22日）
　北川英俊「適切なサービス提供のあり方について」
・初任者研修　（10月24日）
　光武耕治「人権と尊厳を支える介護」
・高齢者スキルアップ・就職促進事業（介護初任者講習）
　（10月25日）
　石井大輔「自立にむけた介護・介護職の役割、専門性と他職
　種との連携」
・佐賀大学附属病院看護部研修会（11月2日）
　市丸徳美「認知症の理解と対応」
・高齢者スキルアップ・就職促進事業（介護初任者講習）
　（11月8日）
　石井大輔「移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向
　けた介護」
・初任者研修（11月9日）
　光武耕治「移動に関連したこころとからだのしくみと自立に向
　けた介護」
・第18回ゆうあい公開セミナー地域嚥下サポート勉強会～多職
　種から学ぶ摂食嚥下～（11月14日）
　中根知子「明日からでもできる嚥下訓練」
・平成30年度　糖尿病市民公開講座（11月16日）
　山口奏美「血糖を上げにくい食事法～正しい糖質制限～」
　本村拓郎「靴と運動」
・願行寺　十夜法要（11月23日　願行寺）
　織田良正「住み慣れた地で、自分らしく最期まで」
・大町町認知症多職種協働研修会（12月19日）
　市丸徳美「認知症の理解と対応」
・介護相談委員研修会（12月19日）　
　石井大輔「不適切ケア・身体拘束等について」

・小宗静男「耳硬化症」今日の耳鼻咽喉科・頭頸部外科治療指
　針第４版P206疾患篇/3.耳疾患
・小宗静男「乳突洞削開術」耳鼻咽喉・頭頸部手術アトラス上
　巻第２版P76
・多胡雅毅、香月尚子、大石透、藤原元輔、徳島圭宣、中原快明、
　山下秀一：Reccurrent Pneumocystis Pneumonia 
　Developed in a Human T-cell lymphotropic
　Virus Type-1　

　(HTLV-1)Carrier.日本病院総合診療医学会雑誌
　2018;14(1):8-10
・Akihiko Ogushi,Takashi Sugioka,Masanori Nishiyama：
　Bright spine.J Gen Fam Med,2018:1-2
・Masaki Tago,Shun Yamashita,Noriko Matsufuji,Motoshi 
　Fujiwara,Naoko E Katsuki,Masanori Nishiyama,Shu-ichi 
　Yamashita:Ceftriaxone-associated biliary pseudolithiasis 
　in elderly patients. 日本病院総合診療医学会雑誌
　2018;14(6):575-577
・Yoshimasa Oda, Masaki Tago, Naoko E Katsuki, Shu-ichi 
　Yamashita 
　「Severe duodenal stenosis due to rupture of 　
　pancreaticoduodenal artery aneurysm」
　Clinical Case Reports. 2018;00:1‒2. 　
　https://doi.org/10.1002/ccr3.1755
・織田良正、多胡雅毅、香月尚子、伊山明宏、織田正道
　「退院直後の訪問診療・訪問看護によりみられる患者、患者
　家族の意識の変化」
　全日本病院協会雑誌　第29巻１号
・谷口賢一郎、乗田浩明「睡眠時無呼吸を有する心不全症例に
　おける心不全指標の検討」
　心臓2018年 vol.50, No6.
・Fukui S, Yamaguchi K, Nakazono T, Egashira R, 　
　Nakamura J, Masuda M, Irie H
　「Breast MRI findings of fibroadenoma with 　
　hemorrhagic infarction」Breast J 2018; 24(6): 
　1078-1079.
・前田佐知子、平木将紹、中村淳、古賀靖大、野村明成、能城浩和
　「バリウム腹膜炎に対する直腸切除・結腸単孔式人工肛門造
　設術後に腹腔鏡下結腸直腸吻合再建術を施行した１例」日
　本内視鏡外科学会雑誌2018; 23(6): 931-936.
・中平圭「線維筋痛症に対する漢方治療で冬季と夏季で使い
　分けて処方した症例について」
　痛みと漢方 Vol.28(2018年5月)
・宮﨑公志　織田正道｢祐愛会織田病院における取り組み～
　在宅を見据えた取り組みと診療報酬改定への対応～｣へるす
　出版救急医学11月号
・市丸徳美「急性期病院での認知症ケアユニットとケアサポート
　システム」
　患者安全推進ジャーナル別冊「高齢者のリスクマネジメント」　
　2018年10月、p30 -33
・山口賢太、市丸徳美、辻田幸子、下田尚子、伊山明宏「転倒防
　止におけるDCU（ディメンチア・ケア・ユニット）開設の効果　
　第１報」
　公益社団法人　全日本病院協会　全日本病院協会学会誌
　第29巻第一号

　

【論文】
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平
成
30
年
12
月
22
日
、
ゆ
う
あ
い
研
究

発
表
会
・
忘
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
発
表
会
で
は
、「
業
務
効
率
化
の

継
続
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
織
田
病
院

７
題
、
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
４
題
、
ゆ

う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
安
全
対
策
委
員
会
取

り
組
み
報
告
１
題
、
全
部
で
12
題
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
患
者
様
、
利
用
者

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
部
署
の
業
務

の
効
率
化
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
改

善
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
発
表
を
聞

く
こ
と
で
学
び
を
共
有
で
き
る
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
織
田

病
院
４
階
病
棟
看
護
師
の
筒
井
久
美
子

さ
ん
よ
り
看
護
師
特
定
行
為
研
修
と
業

務
の
一
例
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
普
段
な
か
な
か
知
る
機
会
の
少

な
い
看
護
師
特
定
行
為
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
今
後
、
看
護
師
と
し
て

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
と
考
え

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
特
別
講
演
で
は
織
田
理
事
長

よ
りSociety5.0

に
つ
い
て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
未
来
で
は
人

間
がA

I, IoT
, 

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
便
利
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
「
超
ス
マ
ー
ト

社
会
」
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
私
達
自

身
も
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
示

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
は

「
業
務
の
効
率
化
～
見
直
そ
う
今
の
業

務
」
の
テ
ー
マ
でQ

C

活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
織
田
理
事
長
の
講
演
や
今
回
の

Q
C

発
表
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、

目
的
を
明
確
に
し
て
現
在
の
業
務
を
見

直
し
、
患
者
様
・
利
用
者
様
と
職
員
の

満
足
度
向
上
に
繋
げ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

忘
年
会
の
前
に
は
、
研
究
発
表
優

秀
賞
・
今
年
のM

V
P

や
特
別
賞
が
表

彰
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
称
え

ら
れ
ま
し
た
。
全
職
員
の
業
務
改
善
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
忘
年
会
は
例
年
通
り

織
田
理
事
長
の
手
品
で
幕
を
開
け
、
新

人
職
員
の
方
や
ゆ
う
あ
い
一
座
の
余
興

で
盛
り
上
が
り
、
色
々
な
部
署
の
方
と

語
ら
い
お
互
い
を
知
る
こ
と
で
、
職
員

同
士
の
結
束
も
一
層
強
く
な
り
ま
し

た
。
来
年
度
も
皆
が
切
磋
琢
磨
し
、
更

に
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
る
研
究
発

表
・
忘
年
会
と
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

新
た
な
年
が
始
ま
り
、
も
う
一
ヶ

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
元
号
を

迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
。
昭
和
の
終
わ

り
に
小
渕
元
官
房
長
官
が
『
平
成
』
の

文
字
を
掲
げ
ら
れ
記
者
会
見
を
さ
れ
た

当
時
、
中
学
生
だ
っ
た
私
は
新
た
な
時

代
の
始
ま
り
を
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
『
お
だ
ぴ
た

る
』
も
75
号
目
を
迎
え
る
事
が
で
き
、

こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
活
動
や
ご
協
力
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

当
院
も
時
代
を
跨
ぎ
、
こ
の
地
で

１
１
０
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
す
。

昨
年
の
ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会
の
特
別

講
演
で
も
織
田
理
事
長
が
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
『Society 

5.0

』
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
様
々
な

物
が
繋
が
る
世
界
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
始
め
と
し
た
生
活
環
境
が
一
変

し
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い

時
代
を
迎
え
る
事
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
わ
た
し
た

ち
の
原
点
で
あ
る
設
立
理
念
『
悩
め

る
者
へ
の
光
明
を
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

２
０
１
９
年
も
皆
で
こ
の
地
域
を
支
え

て
い
け
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。 編

集
後
記

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科

　一ノ
瀬 

英
治

ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会
・
忘
年
会
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ゆ
う
あ
い
　光
武 

耕
治

ホームページＱＲコード

　２０１７年６月より活動を開始した「ゆうあいミニバレー同好会」
は現在27名で活動を行っています。昨年は鹿島市の大会に３回
参加し、優勝とはいきませんでしたが、怪我なく楽しむことをモッ
トーに楽しく活動しました。先日も塩田町で「西部ブロックソフト
バレーボール交流大会」があり、男女混合４人制の２チームで参
加してきました。日頃の運動不足が祟り、納得のいく成績は残せ
ませんでした。次の大会ではなんとか上位を狙いたいと思いま
す。現在、メンバーの中にはバレー経験者もいれば、未経験者も
たくさんおり、幅広い年齢層でチームを構成しています。体を動
かすことでストレス発散や体力づくりの場ともなり、健康維持に
も繋がります。仕事や家事などの合間を縫っての活動となります
が、月に２回（第２・４火曜日）19:00－21:00鹿島小学校体育館で
行っています。バレーに興味のある方や体を動かしたい方は私た
ちと一緒に汗を流しませんか！！

ゆうあいミニバレー同好会 手術室　竹内 雄大

部活動報告 CLUB Report


